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１． 全組織の概要 
  

 
□対象範囲は赤枠内 

 

２． 認証・登録範囲 

2-1 対象事業所 

事業所名   ：太陽インダストリー株式会社 段ボール事業部 戸畑工場  

関連事業所  ：太陽インダストリー株式会社 段ボール事業部 製品在庫保管倉庫 

代表者名   ：段ボール事業部 戸畑工場 事業部長 奥 憲明 

環境管理責任者：佐藤 康一 

担当事務局  ：城戸崎 雄太 

連絡先    ：TEL093-884-2135   FAX093－884-2130         

 

人員

9福岡県京都郡苅田町港町22

事業所名 所在地 事業活動内容

本　　社 北九州市小倉南区湯川4丁目1-1 6

段
ボ
ー

ル

事
業

部

戸畑工場 北九州市戸畑区川代2丁目3-7 48

段ボールケースの製造販売
及び包装資材の販売

製品在庫
保管倉庫

新田 工場

段ボールケースの製造

構
内
事

業
部

舞ケ丘
事業所

北九州市小倉南区舞ヶ丘1-1-1

TOTO舞ヶ丘工場内

133

組織全体の総務・経理・人事等の管理
業務

81中津 工場 大分県中津市大字上如水１３４２

大分県中津市是則７００
TOTO中津工場内

大分県中津市大字大新田４２５－２ 55

レジンコンクリート製品の製造FRP成
形品の製造
重量物段ボールケースの
製造・販売

段
ボ
ー

ル

事
業

部

化
成
品

事
業
部

小 倉
事 業 所

北九州市小倉北区中島２丁目１番１号
TOTO小倉工場内

40

中 津
事 業 所

52 衛生陶器製品の梱包出荷業務の請負

衛生陶器製品の製造、及び
梱包出荷業務の請負

衛生陶器製品の製造・検査
及び梱包出荷業務の請負

人工大理石製品・
樹脂成形品の製造

大分事業所 大分県臼杵市大字武山1894番地-1 19
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所在地 

1）戸畑工場     〒804-0071 福岡県北九州市戸畑区川代 2 丁目 3 番 7 号 

2）製品在庫保管倉庫 〒800-0315 福岡県京都郡苅田町港町 22 

 

 
 

2-2 対象事業活動 

段ボールケースの製造販売及び包装資材の販売 

 

３．事業の規模  

 
 

４．組織図 

 

単位

ｔ

万円

人

㎡

従 業 員 人 数 57 57 57

床 面 積 8,564 8,564 7,856

項 目 2020年度 2021年度 2022年度

主要製品生産量 4,571 4,562 4,404

出 荷 額 106,841 110,389 103,235
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5． 環境経営方針  
 

5-1 基本理念 

当社は、「お客様の繁栄をお手伝いする」ことをモットーに、人と自然との共生を 

めざして快適で安全な地球環境の保全に少しでも貢献するよう社員一人ひとりが 

創意・工夫を図り環境負荷の低減に積極的に取組みます。 

又、生活活動の推進資源の消費者として環境に配慮した資材の調達に努めます。 

 

5-2 企業行動憲章 

（1）私たちは、技術革新と徹底した品質管理で、お客様のニーズを満足させる生産活

動に邁進させます。 

（2）私たちは、人権を尊重し、安全で働きやすい環境を確保し、ゆとりと豊かさを実

現します。 

（3）私たちは、環境保全活動を推進し、地球資源を有効に活用します。 

（4）私たちは、企業市民として、法令を順守し、地域や社会に貢献します。 

 （5）経営トップは、自らの役割として企業倫理の徹底を図ります。 

 

5-3 環境経営方針 

当社は、段ボールケースの製造・販売及び包装資材の販売を行っている中で環境経 

営の継続的改善を図る為、以下の環境活動を推進しています。 

（1）環境目標を定め、定期的に見直し継続的な環境経営システムの改善に努める。  

（2）環境に関わる、あらゆる法規制とその他要求事項を遵守する。 

（3）当工場の事業活動に伴う影響を考慮し以下の項目について環境改善に努める。 

①二酸化炭素排出量の削減。 

（電気使用量の削減・維持、自動車燃料の使用量削減等） 

②廃棄物排出量の削減。 

③投入資源の削減。 

④総排水量の削減。 

⑤環境配慮包装設計の推進。 

（4）継続的環境改善の実施を行い更なる環境意識の向上及び環境教育を展開し全 

従業員の環境意識を高めていく。 

『環境活動による費用対効果を対前年比と比較し開示及び周知させ環境に   

対する意識の向上を目指す。』 

改定日   2023 年 4 月 1 日 

                        段ボール事業部   戸畑工場 

                            工場長  奥 憲明 
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６． 実施体制 

 
 

７．役割、責任及び権限 

 

　EA21認証

　登録番号：0006932

EA21認証 TOTO㈱ISO14001取得

登録番号：0002058 奥　憲明 ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ運用活動

佐藤　康一

城戸崎　雄太

本社管理部

化成品事業部 構内事業部

中津工場 新田工場 小倉事業所 中津事業所

項　目 環境総括責任者 環境管理責任者 環境事務局 環境保全推進委員

該当者 ・工場長 ・次長、部長、課長 ・工場内従業員 ・担当部課長及び担当職制

基本職務
・工場環境保全の総括管理

・EA21の総責任
・EA21の運用管理の責任者

・工場内の環境保全に関する

　諸問題への対応

・部内及び担当職場の環境

保全管理

環境方針 ・方針の制定、見直し

・方針の制定、見直しに関する

協議検討

・方針の周知の把握

・方針の部内への展開と周知

環境負荷と環境活動

の把握及び評価

・環境負荷項目とその評価の

承認

・環境負荷と環境への取組の自己

ﾁｪｯｸの実施

・必要な情報収集、伝達

・自己ﾁｪｯｸ結果の記録

・環境負荷と環境への取組の

　自己ﾁｪｯｸの実施参画

法的等の遵守 ・対応策の承認 ・対応策の検討
・必要な情報収集、ﾘｽﾄｱｯﾌﾟ

・対応策の立案

・対応策の立案参画

・対応策の実施指示

環境目標 ・目標の承認 ・目標の設定

・目標の立案

・各部門との協議

・目標の記録、周知

・目標の立案の参画

・部内意見の集約

・部門目標の設定

環境保全体制と責任
・体制の承認

・環境管理責任者等の指名

・体制の把握

・周知状況の把握

・人材、予算の把握

・体制の立案協議

・労働者への周知

・部内体制の立案、確立

・部内への周知

教育・訓練 ・教育・訓練の承認
・計画立案への参画

・実施状況の把握

・計画の立案、周知

・実施の記録

・計画の立案協議及び実施

・職場内の教育・訓練の実施

環境ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ・労働者の意見の承認 ・労働者の意見の集約 ・工場内の意見の記録 ・部内の意見の集約

文　書
・環境方針の作成

・関連文書の承認

・環境ﾏﾆｭｱﾙの作成

・規程、手順書の承認

・文書作成、見直し

・文書の保管

・規程、手順書の作成

・記録、報告書の承認

環境活動計画 ・計画の承認 ・計画の設定
・計画の立案、周知

・各部門との協議

・計画の立案の参画

・部内意見の集約

・実施要領の設定

計画の運用、実行 ・実施、運用の承認 ・実施、運用の把握 ・実施、運用の記録
・実施、運用の推進と進捗

状況の報告

緊急事態への対応
・対策本部長

・非常防災体制の発動指示

・非常事態の可能性の把握

・災害対策の把握

・対応ﾏﾆｭｱﾙの作成

・災害発生可能性の想定の検討

・訓練の立案、周知

・部内ﾏﾆｭｱﾙ作成

・訓練実施

・処置の判断、指示

・緊急処置の実施

問題点の是正 ・改善策の承認

・計画の達成状況の把握、評価

・取組未達の原因、問題点、対策

の把握

・計画の達成状況の調査、把握

・取組未達時の原因調査、対策

検討

・部内の計画達成状況の

把握、改善指示

・活動計画見直し事項の実施

環境記録 ・管理制度の見直し指示
・記録作成状況の把握

・記録管理状況の把握

・記録ﾘｽﾄの作成

・関係記録の保管

・記録の作成の指示

・関係記録の保管

ｼｽﾃﾑの見直し ・ｼｽﾃﾑの把握と見直し指示
・見直し内容の検討、協議

・改善実施状況の把握
・指示事項の改善計画の作成

・指示事項の改善実施への

指示

環境活動ﾚﾎﾟｰﾄ ・ﾚﾎﾟｰﾄ作成の指示と承認 ・ﾚﾎﾟｰﾄ作成の把握、協議
・ﾚﾎﾟｰﾄの作成、保管

・ﾚﾎﾟｰﾄの配布
・作成に関する協議参画
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８.1 環境経営目標（３年間：目標設定） 

 

 
 

８.2 環境経営目標（2022 年度）  
 

 
 

 

kWh/千㎡ 50.02 49.52 49.02 48.52

(kg-CO2換算) 19.26 19.07 18.87 18.68

単　位 基準値 2020年 2021年 2022年

万㎡km/l 50.84 51.35 51.86 52.36

(kg-CO2換算:l/百km) 133.42 132.09 130.74 129.43

17.83 17.92 18.01 18.36

13.02 12.95 12.89 12.64

kg-CO2 228.240 225.953 223.670 221.388

(kg-CO2換算) 165.70 162.64 162.70 160.94

㌧ 8.43 8.35 8.26 8.18

リットル/日 3,267 3,234 3,201 3,169

案件/年 10 10 10 10

0.364 0.361 0.357 0.353

ｶﾞｿﾘﾝ
軽油

km/l
(kg-CO2換算:l/百km)

廃棄物排出量

総排水量

包装材使用量の削減

投入資源の
削減

％
加工平米の
ロス率削減

項　目 単　位 基準値 2021年度 2022年度 2023年度

電気

二
酸
化

炭
素
排
出
量

総量
（LPG、灯油等含む）

自
動
車

燃
料

使
用

量

物
流

営
業

二酸化炭素
排出量

※2020年:生産機械(プレス機）入替に伴い基準値を見直しにより目標数値を変更。

項目

ｶﾞｿﾘﾝ
軽油

※　九州電力の実排出係数０．３８５ｋｇ-CO2／kWｈ（平成22年度）

    ＊基準値は直近３年の実績平均を基準とする(一部例外を除く)

kWh/千㎡ 50.02 49.02

(kg-CO2換算) (19.26) (18.87)

万㎡km/l 50.84 52.36

(kg-CO2換算) (133.42) (129.43)

km/l 17.83 18.36

(kg-CO2換算) (13.02) (12.64)

kg-ＣＯ2 228,235 221,388

(kg-CO2換算) (165.70) (160.94)

㌧ 8.43 8.18

案件/年 10 10

※　九州電力の実排出係数０．３８５ｋｇ-CO2／kWｈ（平成22年度）

    ＊基準値は直近３年の実績平均を基準とする(一部例外を除く)

廃 棄 物 排 出 量

総 排 水 量

単位 基準値
2022年度

目標

二

酸

化

炭

素

排

出

量

電気使用量

自

動

車

燃

料

使

用

量

物流

営業

総量

(原単位総量)

項 目

ℓ/日 3,267 3,169

包 装 材 使 用 量 の 削 減

投 入 資 源 の 削 減

（加工平米のロス率の削減）
％ 0.364 0.353

備　考

原単位：ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙの面積（千m2)を母数とする

kg-CO2換算：排出係数より算出

原単位：ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ面積、燃費より算定

kg-CO2換算：当社独自の算定方法による

原単位：各車両の燃費の平均値

kg-CO2換算：当社独自の算定方法による
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９．環境経営計画 

 
 

 

　

外部コミュニケーション 戸畑埠頭ボランティア活動（街美化一斉運動の参加） 全従業員

4

地 域 貢 献 と 環 境 保 全5

改善し加工平米のロス率削減する

主要3機種　加工ロス率管理（管理値　設定による問題改善）　　　　　

100ケース以上の加工ロスについて問題改善

エクオス検査カメラ位置計測登録による加工ロス削減

乾燥時期におけるスチーム機使用による割れ不具合防止

【主要3機種】投入資源の削減

ロス事由を調査

業務･物流

先方からの設計依頼によるVE提案の推進

適正包装の検討・設計
営業

（環境配慮包装設計の推進）
環境負荷低減に起因する提案
・改善を行う
【目標：10件/年間】

蛇口の水漏れ点検（定期）

漏水の確認/水漏れ箇所補修

VE提案ユーザーの選定、絞り込み

日々平均使用量より増加日の原因調査

水使用量削減の検討・実施

業務

水使用量の把握（日々確認）

1

物流

ガソリン使用量・燃費の把握

車両点検・整備の実施（オイル交換の実施など）

エコドライブ10の推進
（ｶﾞｿﾘﾝ・軽油使用量の削減）

加速・減速の少ない運転の推進　

エコドライブ運転実施状況の確認　

効率的配送計画の実施

アイドリングストップの推進  

エコドライブの推進

車両点検・整備 営業

燃費管理

タイヤ空気圧の調整(1回/月給油時に調整)

オイル交換時期の管理実施(5000㎞毎に一度交換)　

ドライブレコーダー稼働確認・録画初期化

VE提案件数、採用件数の把握

製造

2

3

（2022年度）環境経営計画目標 取組内容
担当
部門

廃水処理稼働日の把握

水使用量の削減

工場周りの清掃（外部からのゴミ調査…月1回）

ゴミ排出量削減の検討・実施

一般ゴミの分別による削減

製造不要電力の削減

（ペーパータオル・弁当容器・工場内からの排出ゴミ）

ゴミ回収日にゴミ調査を行う（毎週；火曜日・金曜日）

ゴミの分別徹底
業務

経済運転の推進(急発進、急停止の禁止)

不要なエアコンOFFの推進

車内清掃・不要物撤去の推進

安全運転講習　(社内・外部）

使用時以外の照明器具の消灯

冷暖房設定温度の厳守

ガソリン使用量・走行距離・燃費の把握　　

営業活動に伴う走行ルート・距離 等変動要因の把握

個人の燃費・走行距離 等 報告シートの配布(1回/半年)

主要3機種　時間当たりの生産性管理
（管理値設定による問題改善）

機械部品の適正管理による生産停止時間の削減
（機械部品リストによる部品整理）

１％削減

総排水量の削減

基準数値より

二酸化炭素排出量の削減

基準数値より

１％削減

廃棄物排出量の削減

基準数値より

１％削減

自ら提供するサービスの改善

基準数値より

１％削減

10月

実施
時期

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年
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１０．環境経営目標に対する取組結果及び評価 
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１１．2022 年度；環境設備投資 

『工場・事務所 LED 照明交換』 

 

工事期間：2022.11～12 

 
 

 

 

 
 

220～280Lux

改 善 前 改 善 後

470～750Lux

EQOS 手加工

※11月事務所の照明器具を交換済み

          階段

 



11 

１２．次年度（中長期目標）の環境経営目標及び環境経営計画   

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

環境経営目標（３年間：目標設定）

基準値 2021年度 2022年度 2023年度

50.02 49.52 49.02 48.52

19.26 19.07 18.87 18.68

単位

kWh/千㎡

(kg-CO2換算)

項目

電気使用量
二酸化炭素

排出量

※　電気使用量について

2020年度：生産機械の入替えにより電気使用量変動があり基準値見直を実施よって目標数値を変更

基準値 2023年度 2024年度 2025年度

50.02

19.26

2023年度の実績数値で過去３ヶ年実績が出るため、基準値を2024年度見直し中長期計画策定を行う。

2021年・2022年・2023年の直近3年の実

績平均を基準として中長期の環境経営目標

の策定を行う。

二酸化炭素

電気使用量

排出量

項目 単位

kWh/千㎡

(kg-CO2換算)

基準値 2023年度 2024年度 2025年度

ガソリン 54.87 55.42 55.97 56.52

軽油 144.00 142.56 141.12 139.68

ガソリン 19.96 20.16 20.36 20.56

軽油 11.63 11.51 11.4 11.28

250,039 247,539 245,038 242,538

174.89 172.76 171.39 169.64

9.70 9.60 9.51 9.41

3,143 3,112 3,080 3,049

- 30 30 30

kg-CO2

（LPG,灯油等含む） (kg-CO2換算)

自

動

車

燃

料

使

用

量

物流
万㎡km/ℓ

(kg-CO2換算)

営業

項目 単位

0.380
削減 ロス率削減

投入資源の 加工平米の
％ 0.392 0.388 0.384

廃棄物排出量 ㌧

総排出量 リットル/日

包装材使用量の削減 案件/年

km/ℓ

(kg-CO2換算)

総量

二

酸

化

炭

素

排

出

量
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１３．次年度の環境経営計画 
 

2023 年度の各部署活動計画は環境方針・環境目標に沿って次の通り策定しました。 
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（戸畑工場） 工場目標 : 9.6ｔ　　部門目標：0.75ｔ　300袋/年

計画 ● 実施

項目 手段
推進

責任者
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 実施日

今月の取組状況報告

（毎月担当者が記入し報告）

評　 価
(6･9･12･3月部門長が記入)

＊　産業廃棄物はリサイクル率（2015年度　実績91.32％）が高く発生も少ないので、削減活動としては一般廃棄物の取組みを行っています。

● 工場周りの清掃（外部からのゴミ調査　月1回） 渡邉

● 外部コミュニケーション
戸畑埠頭ボランティア活動　（街美化一斉運動の参加）

全員

廃棄物排出量の削減

一
般
ゴ
ミ
の
分
別
に
よ
る
削
減

● ゴミの分別の徹底
（弁当容器・工場内・その他の排出ゴミ）

村田

● ゴミ排出量削減の検討・実施 山口

● ゴミ回収日にゴミ調査を行う（毎週火曜日・金曜日） 本田

（環境委員会等で未達成の原因が取組方法であった場合は、具体的達成手段の項目を追加又は変更すること）
(作成日） 5月19日

取組み内容

基準値　2020～2022年度実績平均303袋/年に対して1％削減

2023年度 環境活動実行要領書　兼　進捗状況報告書　 2023年　　4月　

環境目標 （担当部門） 業務 承認 環境責任者 部門長 作成者
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１４．環境関連法規(騒音規制法、廃棄物処理法)等の遵守状況の確

認及び評価の結果並びに違反訴訟等の有無   

 

・当工場に適応される環境に関する法規を遵守しています。尚、法規確認の結果違反は 

 無く関係当局並びに利害関係者からの指摘もありませんでした。 

作成日 2023年　4月　3日 記入者 環境事務局 城戸崎　雄太

対象法律 対象設備・人員・作業等 遵守状況 判定

2018/3/1に届出を提出。 ○

2021/6/1に届出を提出。 ○

訓練 2022/8/19に実施。 ○

各種管理者等の選任等 ・特に変更なし。 ○

危険防止
・13年度１月に安全衛生MSのｼｽﾃﾑ上で各部
門に於いてリスクアセスメントを実施しており、
各部門ごとに危険防止を検討、実施している。

○

教育 記録の保管を確認。随時実施を行っている。 ○

インキ
購入量を確認したが、年間130.5ｋｇで問題な
し。

○

ストレスチェック 毎年健康診断実施時に行っている。 ○

フロン排出抑制法 エアコン・テーブル型冷蔵庫 点検の実施及び記録の保管。 遅滞なく点検、記録の保管がなされている ○

顧客要求事項 販売製品 遅滞無く書類を提出している。 ○

法律等の遵守状況のチェックリスト

・ＭＳＤＳ、ＩＣＰデーター並びに成分表等の提出要求があった場合に速やかに書類の
提出等を行う。

・産廃処理状況の確認。 ・特に問題は無い。 ○

安全衛生法

・衛生管理者、安全管理者、衛生委員会の設置、産業医の選任。

・機械、器具その他の設備による危険
・爆発性の物、発火性の物、引火性の物等による危険
・電気、熱その他のエネルギーによる危険

・安全衛生教育の義務と記録保管。

・墨インキ等に含有するカーボンブラックの有害物ばく露作業報告
（年間500ｋｇ以上）

・ストレスチェックの実施

・産業廃棄物の保管場所の表示義務及び産業廃棄物保管基準（掲示版は見やすい
場所へ設置する。表示ｻｲｽﾞは60cm×60ｃｍ。表示内容は廃棄物の種類、管理者、
連絡先。また、廃棄物は運搬収集されるまで飛散等の防止措置を講じる事）

特に問題は無い。 ○

・管理票交付者の報告書（発行枚数及び廃棄物排出量の報告） ・2022年6月15日に提出。 ○

廃棄物処理法
産業廃棄物及び
事業系廃棄物

・マニフェスト票の管理。
（マニフェストの交付、マニフェストの写しの受理の管理、管理票写しの5年間の保管）

記録の保管を確認。交付中の物は台帳にて
管理しており漏れ等は特に無い。

○

・産廃の処理、運搬の委託基準。（収集運搬業者及び処分業者の契約書の保管「期
限は5年間」）ただし、有効期限が１年未満の場合はすぐに業者に連絡し更新後の許
可証を交付してもらう。

記録を確認、また許可証も最新のものである
事を確認している。

○

○

指定可燃物
・指定可燃物の取り扱いの届出。
（当工場は古紙が該当し最大１４ｔで届出をしている。）

記録の保管を確認。指定可燃物は取り扱いに
変更は無い。

○

○

消防法

防火管理者

・防火管理者の選任届出（第8条1項）

・消防計画の作成届出。（第8条1項）

・避難訓練の実施、記録の作成。（第8条1項）

設備の点検
・消化施設の点検、整備。
（第8条1項）（総合点検は年1回3月に実施。機能点検は年2回9月･３月に実施）

2023/3/16に機能、総合点検を実施済み。

要求事項・内容

騒音規正法
フレキソフォルダーグ
ルアー及びコンプレッ
サー

・書類の提出及び保管。(第6条)（受理書、特定施設の種類と数、機械配置図、
付近見取り図、公害防止担当者、公害防止管理者）

記録の保管を確認。担当者、設備の変更もな
い。

○

･騒音規制の遵守。
（6：00～23：00は70ｄｂ以下、23：00～6：00は65ｄｂ以下である事）

2023/2/14に測定、特に異常は無い。
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１５．代表者による全体の評価 

  

 
 

                                

環境省のHPより新しい情報を入手しています。問題ありません。

2023年4月より
人事異動により『環境管理責任者及び環境事務局担当者』を変更致します。
取組について
各部署評価までしっかりできてきました。継続してください。

環境目標と整合して年一度見直しを行っています。
環境活動実施要領書兼進捗状況報告書も作成されています。

防火・防災に関して実施出来ています。
変化点に応じて必ず重要箇所のチェックが必要です。

外部コミュニケーションについては問題はないようです。
内部でもミーティング等行われていることを確認できています。

見直しも実施しリスト化され管理できています。
引き続きISO9001と併用可能な文書は統一を実施して下さい。

項目

是正の実施状況

法の遵守状況

実施体制の適切性

環境経営計画の変更の
有無

緊急事態の考え方

環境経営方針の変更の
有無

環境経営目標の変更の
有無

要求事項の変更の有無

全体評価

目標設定の妥当性

教育、訓練の実施状況

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝのあり方

文書管理状況

変更はあります。
企業行動憲章を追記します。

大きな変更指示はしませんが、新しい取組を常に考えて改善できるように
お願いします。

社会環境の変化に応じた数値目標を設定してください。
継続して削減に取り組んでください。

所見

変更はありません。

昨年はコロナ過感染拡大に伴う特別休暇など実施し生産活動に影響を及ぼす
反面水道・電力・二酸化炭素の排出等は、目標達成しましたが、2023年度
は、目標設定の見直しとなり、その影響も出ると思いますが各部署、新たな
取組で目標達成に向けて活動して下さい。

緊急時の訓練については計画通り実施できています。
いざという時に対応できるように繰り返し教育をしてください。

問題ありません。

 


